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エナジーはＷＴＩの大きな動きに翻弄され、恐ろしくボラタイルな状態が続いている。しかし5ドル幅の変動でさえ今の絶対

値から考えた場合は3パーセント台の変動率でしかない。

さて、チャートはＷＴＩ期近日足にボリンジャーバンドとＲＳＩを加えたものである。5/15安値の120.75ドルをサポートし、長

大陽線で反発している。120ドル強のサポートラインは同時にボリンジャーバンドマイナス2Σともほぼ合致しており、バン

ドの2Σとマイナス2シグマが平行に横這っているときにはバンドウォークが発生しずらい。即ちマイナス2Σがサポートラ

インとして機能すると考えて差し支えない。よって強基調がまだ継続していると見るべきであり、上昇トレンドが終ったと

解釈するのは早計であるといえよう。極めてボラタイルである以上スプレッドでの参入を考えるべき。当方推奨はガソリ

ンの買いクラックである。３商品中一番ボラタイルな灯油は敢えて無視したい。（6/6　　12：55現在）

　原油相場は調整局面に入ったかに見えたが、ECBのトリシェ総裁のインフレ警戒発言からユーロが対主要通貨で急
伸し、一気に流れが変わってしまった。5日のNY相場は5ドル超の猛反発。ただし、ユーロの上昇率との比較において
は行き過ぎ感が強いのも事実である。
　原油相場には手掛かりが多いが、短期的にはドル相場がポイントとなりそうで、今晩の米雇用統計発表で流れがど
う変化するかを見極める必要がある。詳細は貴金属の欄に譲るとして、インフレへの対応から利上げの方向性が明
確に確認されれば、原油相場にはマイナスになりやすい点に留意したい。
　あとは株価の動向にも気を配りたいところ。米株価が反発基調を強めれば、景気の悪化具合も和らぐとのイメージ
が先行、これを需要増加に当てはめて強気に解釈することも可能になるためである。米国内の在庫に関しては事前
予想との乖離が大きく、市場の後追いで解釈されることのほうが多い。そのため、ファンダメンタルズを詳細に見ても
相場の方向性を見出すことは難しいのが現状である。
　なお、国内動向に関しては、石油連盟の週報にて5/31時点のガソリン在庫の急減が示されているが、これは6月の
大幅値上げが告知されていたことによる駆け込み需要の影響と見られ、単純に強気材料と見ることは出来ない。ま
た、円安が続けば、元売りの輸出による需給コントロールも採算性の悪化から規模は縮小されそうだ。米国の中間留
分在庫も増加に転じている。ガソリンよりは灯油が弱い環境へと変化しつつあり、ガソ買い・灯油売りのポジションも魅
力である。
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